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Ⅰ 題材の構想 

１ 題材観 

 小学校学習指導要領解説特別活動編の学級活動「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及

び健康安全」の「内容イ よりよい人間関係の形成」には、「『互いのよさを見付け,違いを尊重し合

い,仲良くしたり信頼し合ったりして』とは,児童一人一人の個性を尊重し,障害の有無や国籍など様々

な違いにかかわらず他者と協働する力を育むことを示している。」とある。小学校高学年においては、

相手の思いを受け止めたり誰に対しても分け隔てなく接したりすることの大切さを理解できるように

なっている一方、思春期にさしかかり、人間関係に関する悩みが増えてくる。考えや意見の近い者同

士が接近し、そうでない者を遠ざけようとする行動が見られることもある。特に、学級内で忘れ物が

多かったり、落ち着かない様子を見せたりするなど、自分と違いがある相手に対しては自分から壁を

つくってしまうことがある。その原因の一つとして考えられることは、相手の置かれている立場を知

らないということが考えられる。 

本題材では、発達障害（見えない大変さ）の人の「見えづらさ」について理解をした上で、「見え

ない大変さがある人も自分との大きな違いはない」と考えられるようにしたい。そのために、まずは

事前に「聞くこと・書くこと・話すこと・読むこと」の四つの観点における自分の得意・苦手をグラ

フに書いて可視化する。そして、視覚過敏の「見えづらさ」を類似体験する活動を通して発達障害の

理解を実感を伴って深めた後、「見えづらさ」がある人と、自分たちの得意・苦手のグラフを見比べ

て話し合う。ＩＣＴ等を活用して得意・苦手のグラフを共有したり、話合いを通して多様な考えに触

れたりすることで、「見えない大変さの有無に関係なく、誰にでも得意なこと・苦手なことがある」

ということに気付き、その上でよりよい人間関係を形成しようとする意欲を高められると考え、本題

材を設定した。 

 

２ 研究との関わり 

 これからの共生社会を担う子供たちを育成する上で、小学校段階で多様な個性を尊重し合い、互い

に支え合っていける資質・能力を身に付けることが必要である。支え合いというのは、一方が支える

側、もう一方が支えられる側という関係ではなく、互いが尊重し合い、それぞれが能力を発揮できる

関係で生まれるものである。本研究では、よりよい人間関係の形成について考える学級活動と、見え

ない大変さがある児童が登場するオリジナル教材を用いた道徳科の授業を中心とした授業プログラム

を活用する。本時（学級活動）で、「障害の有無に関係なく、誰にでも得意や苦手がある」というこ

とに気付き、その気付きを基にして、事後にオリジナル教材を用いた道徳科の授業を行うことで、誰

とでも個性を尊重し合おうとする道徳的心情が養えると考える。 

 

３ 題材の目標 

 目 標 児童の実態 

知識及び技能 ・よりよい人間関係の形成に向けて、自分

とは異なった特性がある他者のことを知

ることの意義を理解し、健全な生活を送

るための知識や行動の仕方を身に付ける

ことができるようにする。 

・自分と親しい間柄の友達との

交流を優先する児童がいる。 

思考力、判断力、 

表現力等 
・よりよい人間関係の形成に関する諸課題

に気付き、解決方法などについて理由を

比べながら話し合い、自分に合ったより

よい解決方法を意思決定して、実践する

ことができるようにする。 

・人間関係の形成に向けての問

題点に気付けている児童はい

るが、解決に向けて考えられ

ている児童は少ない。 

学びに向かう力、 

人間性等 
・自己の生活をよりよくするために、見通

しをもったり振り返ったりしながら、自

主的に課題の解決に取り組み、他者と信

頼し合ってよりよい人間関係を形成しよ

うとする。 

・自分とは異なった個性をもつ

他者のことを知り、信頼し合

おうとする児童は少ない。 

 



４ 評価規準 

知識・技能 ・よりよい人間関係の形成に向けて、自分とは異なった特性がある他者のこと

を知ることの意義を理解し、健全な生活を送るための知識や行動の仕方を身

に付けている。 

思考・判断・表現 ・よりよい人間関係の形成に関する諸課題に気付き、解決方法などについて理

由を比べながら話し合い、自分に合ったよりよい解決方法を意思決定して、

実践している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・自己の生活をよりよくするために、見通しをもったり振り返ったりしながら

自主的に課題の解決に取り組み、他者と信頼し合ってよりよい人間関係を形

成しようとしている。 

 

５ 指導及び評価、ＩＣＴ活用の計画（全１時間） 

過 

程 

時 

間 

■ねらい  

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

〔記〕：記録に残す評価 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

事

前

の

活

動 

適

宜 

■これまでの生活を振り返り、人間関

係形成における問題を見いだす。 

□聞く・書く・話す・読むの四つの観

点について、自分の得意・苦手をグ

ラフに記入する。 

  〇 ◆自分の生活を進んで振り返ろうと

している。＜行動観察(態①）＞ 

本

時

の

活

動 

第

一

時 

 

本

時 

■見えない大変さの有無に関係なく、

誰にでも得意や苦手があることに気

付き、よりよい人間関係の形成に向

けた自分の考えをもつことができ

る。 

□発達障害の「見えづらさ」を類似体

験する。 

□「見えづらさ」がある人と自分たち

の得意・苦手のグラフを見比べて気

付いたこと話し合う。【★共有】 

 

 

 

 

○ 〇  ◆見えない大変さの有無に関係なく

得意や苦手は誰にでもあることに

気付き、よりよい人間関係の形成

に向けた考えをもっている。 

＜ワークシート（知①・思①）＞ 

事
後
の
活
動 

適

宜 

■相手のことを大切にする思いやりの

心をもとうとする心情を定着するこ

とができる。 

□自分が立てた意思決定について、振

り返る。 

  ● ◆授業プログラムの活動で考えたこ

とを意識して、生活している。 

＜行動観察（態①）＞ 

 

 

Ⅱ 本時の学習 

１ ねらい 発達障害の「見えづらさ」を類似体験する活動と、「見えづらさ」がある人と自分たち

の得意・苦手のグラフを見比べて気付いたことを話し合う活動を通して、見えない大変さ

の有無に関係なく、誰にでも得意なことや苦手なことがあることに気付き、よりよい人間

関係の形成に向けて自分の考えをもつことができる。 

 

２ 展 開                          【★ＩＣＴ活用に関する事項】 

主な学習活動        

予想される児童の反応〔Ｓ〕 

 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆目指す児童の姿（観点） 

［本時のめあて・課題・見通し等］ 

見えない大変さについて知り、よりよい関係を考えよう。 



１ 事前に記入した得意・苦手グラフを参考に、

本時のめあてをつかむ。      （５分） 

〇グラフを共有して、それぞれ得意なこと苦手な

ことがあることを確認する。【★共有】 

Ｓ：自分は、○○が得意だけど、△△は苦手だ

な。 

〇見えない大変さにより、とても苦手なことがあ

る人がいることを知る。 

 

 

 

 

 

 

○得意なこと・苦手なことは人によって様々で

あることが実感できるように、事前に記入し

たグラフをＩＣＴで共有する。【★一覧表

示】  

○本時の課題についての興味を深められるよう

に、見えない大変さとはどのようなものかを

児童と話し合いながら、相手の大変さを理解

していないと、相手を傷つけてしまう可能性

があることに触れ、児童の考えをつないでめ

あてを設定する。 

２ 「見えづらさ」の類似体験をする。（15分）              

〇「通常の文章」を読み、指示通りに体を動か

す。 

Ｓ：簡単にできたぞ。 

〇「見えづらい文章」を読み、指示通りに体を動

かす。 

Ｓ：文字がぼやけたり、動いたりして読みづら

い。 

 

〇動きの正答率を全体で共有し、「見えづらさ」

について話し合う。 

Ｓ：こんな大変さがある人がいるのだな。 

Ｓ：その人が努力をしてどうにかなる問題ではな

いな。 

 

◎視覚過敏の「見えづらさ」をより実感できる

ように、「通常の文章」と「見えづらい文

章」を読み比べて指示通りに体を動かすこと

で、その正答率の違いを全体で共有する。 

◎「見えづらさ」がある人への気持ちが考えら

れるように、「見えづらさ」がある人が自分

たちと同じ授業を受けている場面を想起させ

る。 

○児童それぞれの考えを共有できるように、学

級全体で話し合いながら、出てきた考えを板

書する。 

３ 「見えづらさ」がある人と自分たちの得意・

苦手グラフを見比べて、気付いたことについて

話し合う。            （20分）                  

〇自分の考えをワークシートに書く。 

Ｓ：「見えづらさ」がある人のグラフは、自分た

ちのグラフとあまりちがいはない。 

〇自分の考えを基に、グループ・全体で話し合

う。 

〇「見えづらさ」がある人の他にも、聞くことや

考えることに外見からは分からない大変さがあ

る人がいることを知る。 

 

 

 

 

 

〇特定のことに大変さがある人と、自分との違い

について考える。 

Ｓ：「見えづらさ」がある人には苦手なことはあ

るけど、自分にも得意なことや苦手なことがあ

るし、みんなと同じように接しないといけない

な。 

 

 

 

◎障害の有無は関係なく、得意・苦手は誰にで

もあるということに気付けるように、「見え

づらさ」がある人と自分たちのグラフの相違

点を話し合うよう促す。 

〇自分の考えをしっかりともち、多様な考えを

共有できる話合いが行えるように、個人で考

える→グループで共有→全体で共有の順で話

合いを行う。 

〇学級全体を「大変さがあっても、特別なこと

ではない」という考えがもてるように、「見

えづらさ」がある人も、自分たちも苦手なこ

とがあるという考えの児童を意図的に指名す

る。 

◎共生について考えるきっかけとなるように、

見えない大変さがある人を特別視することの

是非について問い掛ける。 

◎「配慮しつつ特別視しない」という考えに収

束するように、「自分に大変さがあったらど

うされたいか」を問い掛ける。 

４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 

（５分） 

〇本時で考えたことを基にして、今後の自分につ

いてワークシートに書く。 

 

 

 

 

 

○児童の言葉をつないでまとめられるように、

見えない大変さがある人に寄り添った考えが

書けている児童を意図的に指名する。  

＜めあて＞ 

見えない大変さについて知り、よりよい関係

を考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

３ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大型モニターに、事前に記入した得意・苦手グラフを表示する。 

 

Ⅲ 備 考  

１ 他教科等（道徳、自立活動も含む）との関連 

本時 

 

 

次時 道徳 

   ねらい：相手のことを大切にする思いやりの心をもとうとする心情を育てる。 
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◆目指す児童の姿（思） 

ワークシートの記述から、「見えづらさ」

がある人への理解を深めつつ、見えない大変

さの有無に関係なく得意なことや苦手なこと

は誰にでもあることに気付き、よりよい人間

関係の形成に向けた自分の考えをもつことを

できたかを見取る。 

 

○め見えない大変さについて知り、 

  よりよい関係を考えよう。 

○まだれにでも苦手はあるのだから、だれに

たいしても特別あつかいはしない。 

〇体けん活動をしてみて 

・文字がブレると読みにくい 

・なんて書いてあるか分からなかった 

・大変だということが分かった 

〇グラフを見比べてみて 

・「見えづらい人」は、「読む」のグラフが

へこんでいる 

・自分たちのグラフも、でこぼこしている人

がいて、にている 

 

〈振り返り〉 

Ｓ：見えない大変さがある人がいることが分かった。 

Ｓ：苦手は誰にでもあるから、特別扱いにならないようにしたい。 


